
 

  

 

 

 

 

 

 

 

現職研修委員会学校図書館部部長 

恵田小学校  牧野 守 
 

本校には「そよかぜの会」という読み聞かせボランティアがあります。朝の帯時間は，

集会や，本校独自の「一輪車タイム」以外はすべて読書にあてています。その読書の時間，

月に１回「そよ風の会」による読み聞かせが行われます。 

校長室だよりで，「そよ風の会」を次のように紹介しました。 

 

「終戦まもない１９４７年（昭和２２）年，（中略）第１回『読書週間』が開催されまし

た。そのときの反響はすばらしく，（中略）そして『読書週間』は，日本の国民的行事と

し 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の「そよ風の会」の方は現在７名で，読み聞かせの日には１～６学年に各１名の方

が本を読まれます。メンバーは，本校元校長先生，４～８年前の卒業生の祖母・母，在校

生の保護者と，様々な立場で関わってくださっているのも特徴です。いずれの方も，本校

児童を大切に思っていてくださる方たちばかりです。５月から，私も「そよ風の会」の仲

間に入れてもらい，読み聞かせの時間の後半を担当しています。 

 本校児童は，そよ風のように優しい読み聞かせにふれて少しずつ本の世界に親しんでい

ます。心のこもった読み聞かせは子供の心に届きます。それは，そよ風のように，そっと，

ゆっくりと，しかし，ちゃんと届きます。そして，子供の気持ちを変えていきます。 

 教室で行われる読書に関わるはたらきかけには，先生方が子供の成長を心から願う温か

い気持ちが必要です。各教室で「そよ風のように」，本の読み聞かせ，本の紹介など読書

指導が行われ，優しさ，温かさにふれた子供たちが，本好きに，そして，本の世界に親し

むことができるのを願っています。 
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ことばを貯金し，心を豊かに 

 12 日（火）今年度初の「そよ風の会」による読み聞かせがありました。そっとふ

く優しい風のそよ風，読み聞かせにぴったりの名前です。読み聞かせの良さを 3 つ

挙げてみたいと思います。 

①読書の世界に誘う（いざなう）こと ②ことばを知る（貯金）こと ③ことば

に含まれる感情・イメージを知る（貯金）こと です。   

赤ちゃんは，お母さんを中心としたまわりの人の温かいことばかけで，ことばを

学んでいきます。温かく優しい，いとおしいと思ってかけられたことばがたまって

いき，心豊かに育っていきます。 

そよ風のように「読み聞かせ」される本の世界のことばも，読み聞かせをしてく

ださる皆様の温かさと優しさが込められています。  



県教研に参加させていただき，本を利用した教育の奥深さと可能性を知ることができ，大変

勉強になりました。小学校では，本の表紙から読書意欲を高めていく実践，中学校では，シン

キングツールを使って調べたことを書き記す実践などが報告されました。学習情報センターと

しての図書館であるために，環境整備を重視したいと感じました。そして，学校図書館が教育

課程の核となり，学校の中心となっていくよう努力したいと思いました。子供たちの周りに本

がある環境，足を運びたくなる図書室を目指したいと思います。 ＜常磐南小 柴田 麻有＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

『君の膵臓が食べたい』『羊と鋼の森』『鹿

の王』など，本屋大賞にノミネートされた

本は，生徒からのリクエストも多く，配架

になれば図書委員に予約を頼む生徒もい

ます。そういう生徒には，読み応え抜群の

長編を。「自分は何を読めばいいですか」

と苦手だった本に向き合おうとする生徒

には「日本一短い○○への手紙」シリーズ

を紹介します。母へ，友へ，友達へ。短い

ながら，どれかは共感する作品に出会えま

す。「一気に読めました」「楽しかったです」

と嬉しそうに本を抱えて次の巻を手に取

る生徒に，こちらも感動です。  

（六ツ美中 河澄祥代） 

 

県教研に参加させていただき，司書教諭と学校司書が連携した図書館づくりや，読書を広げ

るための授業実践の様子などを知ることができて，大変勉強になりました。岡崎市教育研究大

会でも話題になった「ビブリオバトル」や「ブックトーク」の実践報告もなされ，子供たちが

本に興味をもてるように工夫することの必要性を改めて感じました。また，子供たちが本を通

じて友達と関わり合ったり，異学年で交流したりした実践もあり，本を介して人と関わるよさ

も知りました。多様な価値観を培うために読書は大切であり，子供たちの身近に本がある環境

を整えるとよいと助言の先生からお話をいただきました。これからも，子供たちが本と触れ合

えるような機会を積極的にもちたいと思いました。    ＜六ツ美北部小 丹下 知佐子＞ 

 秋を飛び越え，季節は一気に冬の気配が

します。六ツ美中学校では「読書の秋」を

推奨するための掲示を行っています。先生

方の推薦書や「中学生のための３０選」，

手に取りやすく興味を引くＰＯＰなど，教

員補助の先生方にも手伝っていただいて

実施しています。前期委員会で実施した

「読書週間」では 

たくさんの生徒が  

来館し，終了した 

後も継続して読書  

をする生徒が増え  

ました。 

【今後の主な予定】 

１月上旬～下旬  第３回ＳＬＢＡ図書注文  

１月上旬 「読書感想文・読書感想画優秀作品集」チラシ配布・予約  

１月下旬  注文締め切り 

２月３日  市読書感想文・読書感想画コンクール表彰式（第３回主任会） 

２月下旬 「読書感想文・読書感想画優秀作品集」発行  

廊下掲示の様子  


